




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































袴︵下着︶を忘れて行って まっ 。翌日、使者がその袴 返還を求めに来たので、劉碧水がそのお返しとして鳳仙との仲を取り持っ






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































19   。﹃
聊
斎
志
異
﹄
に
は
和
刻
本
が
な
い
の
だ
か
ら、
数
少
な
い
原
本
を
地
方
で
目にするには何らかの手段で手に入れるか借用するかしかない。もしかしたら、長崎浩斎と森島中良との関わりで借用がかない、蛠洲や叔信も目にすることができたのかもし ない。
文政年間に地方の漢学者によって書かれた漢文小説
﹃蛠洲餘珠﹄
に、
﹃聊斎志異﹄
の影響が色濃く見られることに驚く。
それは、
この時代、
﹃聊斎志異﹄のうわさが全国的に広まり、日本の各地にすでに﹁聊斎癖﹂が存在したことを意味しているのかもしれない。
小論は、平成二十七年度科学研究
費補助金基盤研究費基盤研究︵ｃ︶
﹁漢文笑話の訳読と研究﹂
︵研究課題番号２６３７０２０２
　
代
表・
磯
部
祐
子
︶
お
よ
び
平
成
二
十
七
年
度
公
益
財
団
法
人
富
山
第
一
銀
行
奨
学
財
団﹁
研
究
活
動
に
対
す
る
助
成
﹂﹁
江
戸
後
期
の
富
山
に
お
け
る
漢
文
学
の受容と展開﹂
︵代表・磯部祐子︶の研究成果の一部である。
18　
石上敏﹁解題
　
森島中良について﹂
︵﹃森島中良集﹄
、図書刊行会、一九九四︶に見える。
 
19　
片桐一男著﹃蘭学、その江戸と北陸
　
大槻玄沢と長崎浩斎﹄
︵思文閣出版、一九九三年︶
－ 384 －
